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ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
拠
点
を
置
く
非
営
利

団
体
が
発
行
す
る
「
ア
ド
バ
ス
タ
ー
ズ
（
＝
商
業
広
告
を
破
壊
す
る

者
の
意
）」
誌
の
呼
び
掛
け
で
始
ま
っ
た
。
大
量
消
費
社
会
を
批
判

す
る
同
誌
は
こ
れ
ま
で
も
「
テ
レ
ビ
を
つ
け
な
い
一
週
間
」
運
動
や
、

自
転
車
に
よ
る
デ
モ
行
進
で
ク
ル
マ
か
ら
道
路
を
取
り
戻
す
「
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
」
運
動
な
ど
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ミ
ン
グ
」

と
称
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
支
援
し
、
左
派
系
の
若
者
の
人
気

を
博
し
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
九
％
前
後
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
不
完

全
就
業
率
は
さ
ら
に
高
い
。
雇
用
不
安
を
抱
え
る
若
者
を
中
心
に

ウ
ォ
ー
ル
街
の
近
く
の
ズ
コ
ッ
テ
ィ
公
園
で
始
ま
っ
た
占
拠
運
動

は
、失
業
者
、労
働
組
合
、対
抗
文
化
世
代
な
ど
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

わ
ず
か
一
ヵ
月
足
ら
ず
で
全
米
一
三
〇
以
上
の
都
市
、
世
界
九
五
〇

以
上
の
都
市
へ
と
広
が
り
、
ま
さ
に
世
界
同
時
多
発
的
な
様
相
を
呈

す
る
に
至
っ
た
。
草
の
根
保
守
派
に
よ
る
茶
会
運
動
と
比
較
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

茶
会
運
動
が
小
さ
な
政
府
、
減
税
、
歳
出
削
減
、
規
制
緩
和
な
ど

を
要
求
し
て
、
共
和
党
の
右
傾
化
を
推
し
進
め
た
の
に
対
し
て
、
占

拠
運
動
は
「
ア
メ
リ
カ
人
口
の
上
位
一
％
の
超
富
裕
層
が
今
日
の
混

乱
を
作
り
出
し
た
点
を
世
の
中
に
認
識
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
曖
昧
な

目
的
が
共
有
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
見
る
限
り
、
反

戦
か
ら
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
反
対
、
ハ
イ
チ
救
済
、
警
察
批
判
ま

で
、
具
体
的
な
要
求
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
ホ
ノ
ル
ル
の
占
拠
運
動
で
は

ハ
ワ
イ
王
朝
が
非
合
法
に
転
覆
さ
せ
ら
れ
た
歴
史
を
踏
ま
え
「
脱
占

慶
應
義
塾
大
学
教
授

渡
辺
靖

わ
た
な
べ
　
や
す
し

一
九
九
七
年
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士

課
程
修
了
。Ph.D

.

（
社
会
人
類
学
）。 

英
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
フ
ェ
ロ
ー
、
慶
應
義
塾
大
学
助

教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
現
職
。

著
書
に
『
文
化
と
外
交
』『
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
逆
説
』
な
ど
。

【
巻
頭
随
筆
】

新
た
な
る
反
体
制
的
運
動
の
潮
流

—
—

ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
と
茶
会
が
意
味
す
る
も
の
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領
（de-occupy

）」
が
掲
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
占
拠
運
動
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
リ
ー
ト
（
多
国

籍
企
業
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
／
世
銀
、
ダ
ボ
ス
会
議
、
Ｇ
8
な
ど
）
主
導
の
政

策
形
成
や
、
弱
肉
強
食
の
市
場
万
能
主
義
に
漠
然
と
し
た
不
満
を
持

つ
勢
力
が
、か
つ
て
シ
ア
ト
ル
や
ジ
ェ
ノ
バ
で
展
開
し
た「
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
運
動
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
統
一

し
た
達
成
目
的
（
例
え
ば
、賃
上
げ
な
ど
）
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

参
加
す
る
な
か
で
運
動
そ
の
も
の
の
目
的
や
性
格
、
求
め
る
も
の
が

見
出
さ
れ
て
ゆ
く
自
己
生
成
的
な
「
走
り
な
が
ら
考
え
る
」
運
動
で

あ
る
。
茶
会
運
動
が
ア
メ
リ
カ
一
国
内
の
運
動
の
み
に
留
ま
っ
て
い

る
点
と
も
対
照
的
だ
。

　

と
は
い
え
、
茶
会
運
動
と
占
拠
運
動
に
は
共
通
点
も
あ
る
。
例
え

ば
、
ど
ち
ら
も
自
分
た
ち
の
人
生
や
社
会
が
手
の
届
か
な
い
巨
大
な

権
力
（
前
者
の
場
合
は
ビ
ッ
グ
・
ガ
バ
メ
ン
ト
、後
者
の
場
合
は
ビ
ッ

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
）
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

共
有
さ
れ
て
い
る
。「
政
治
の
失
敗
」
や
「
市
場
の
失
敗
」
に
よ
っ

て
ア
メ
リ
カ
本
来
の
民
主
主
義
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
感
覚

と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
い

う
草
の
根
の
回
路
を
フ
ル
に
駆
使
し
た
、
明
確
な
中
心
的
指
導
者
の

い
な
い
大
衆
運
動
で
あ
る
点
も
同
じ
だ
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
は
「
残
り
の
九
九
％
の
ア
メ
リ
カ
人
の
た
め
に
戦

う
」と
し
、占
拠
運
動
に
は
一
定
の
支
持
を
表
明
し
て
い
る
。し
か
し
、

選
挙
資
金
を
募
る
う
え
で
も
、
ま
た
ウ
ォ
ー
ル
街
と
つ
な
が
り
の
あ

る
閣
僚
や
側
近
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
占
拠
運
動
と
の
距
離
の

取
り
方
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
運
動
が
過
激
化
す
れ
ば

な
お
さ
ら
だ
。
再
選
の
鍵
は
あ
く
ま
で
中
道
層
・
無
党
派
層
の
支
持

回
復
に
あ
る
。
占
拠
運
動
の
側
で
は
、
反
茶
会
運
動
の
立
場
か
ら
オ

バ
マ
再
選
を
支
持
す
る
者
が
目
立
つ
一
方
、「
共
和
党
に
妥
協
し
す

ぎ
る
」
と
オ
バ
マ
大
統
領
に
失
望
す
る
声
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

　

一
〇
月
中
旬
に
実
施
さ
れ
た
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ
紙
と
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

社
の
共
同
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
低
迷
の
原
因
が

「
金
融
機
関
」に
あ
る
と
す
る
者
は
三
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
連

邦
政
府
」に
あ
る
と
す
る
者
は
六
四
％
と
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、

来
秋
の
大
統
領
選
挙
の
共
和
党
側
の
有
力
候
補
者
の
多
く
が
（
連
邦

議
員
で
は
な
く
）
州
知
事
や
民
間
人
で
あ
る
こ
と
は
示
唆
的
だ
が
、

依
然
、
占
拠
運
動
よ
り
も
茶
会
運
動
の
ほ
う
が
共
感
を
得
や
す
い
政

治
環
境
に
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

周
知
の
と
お
り
、
占
拠
運
動
は
日
本
へ
も
波
及
し
た
。
格
差
問
題

の
み
な
ら
ず
、
脱
原
発
が
主
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
ユ
ニ
ー

ク
だ
が
、
デ
モ
文
化
が
衰
退
し
て
久
し
い
日
本
に
あ
っ
て
は
、
左
派

に
よ
る
「
体
制
」
へ
の
抗
い
方
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
影
響
か
ら
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
■
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「
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
は
エ
レ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

サ
ー
リ
ー
フ
、
レ
イ
マ
・
ボ
ウ
ィ
、
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン

…
…
」—

—

。

　

オ
ス
ロ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
本
部
で
一
〇
月
七

日
、
ト
ー
ル
ビ
ョ
ル
ン
・
ヤ
ー
グ
ラ
ン
委
員
長
の
発
表
を
聞
き
な
が

ら
「
や
っ
ぱ
り
今
年
は
女
性
で
来
た
な
」
と
思
い
つ
つ
、「
カ
ル
マ

ン
さ
ん
っ
て
誰
？
」
と
内
心
、
青
ざ
め
て
い
た
。

　

三
人
の
功
績
は
民
主
化
が
遅
れ
る
地
域
で
女
性
の
地
位
向
上
に
尽

力
し
た
と
い
う
も
の
。
女
性
の
受
賞
は
二
〇
〇
四
年
の
ケ
ニ
ア
の
環

境
活
動
家
で
九
月
末
に
亡
く
な
っ
た
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
以

来
だ
。
一
九
〇
一
年
に
始
ま
っ
て
か
ら
昨
年
ま
で
の
間
、
平
和
賞
を

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
は
九
八
個
人
二
〇
団
体
。
こ
の
う
ち
女
性

は
一
二
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
女
性
が
有
力

と
の
事
前
予
測
が
流
れ
て
い
た
。

　

ヤ
ー
グ
ラ
ン
委
員
長
は
受
賞
者
発
表
に
続
く
記
者
会
見
で
、「
民

主
主
義
と
恒
久
的
平
和
は
社
会
で
女
性
が
男
性
同
様
の
影
響
力
を
も

た
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
」
と
語
り
、
今
回
の
決
定
に
民
主
化
が

遅
れ
る
中
東
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
の
女
性
の
地
位
向
上
を
後
押
し
す

る
狙
い
を
こ
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
イ
エ
メ
ン
の
反

政
府
活
動
家
カ
ル
マ
ン
さ
ん
へ
の
授
与
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
が
革
命

に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
と
思
う
」
と
し
、
長
期
独
裁
を
敷
く
サ
レ
ハ
政

権
の
転
覆
に
直
結
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

　

い
ま
の
国
際
政
治
で
最
も
影
響
力
が
あ
る
女
性
の
一
人
で
あ
る
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
が
「
彼
女
た
ち
の
輝
け
る
業
績

を
認
め
た
こ
と
は
、
ほ
か
の
女
性
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
も

な
る
」
と
の
声
明
を
発
表
す
る
な
ど
、
世
界
は
こ
の
決
定
を
歓
迎
し

読
売
新
聞
ロ
ン
ド
ン
特
派
員

大
内
佐
紀

お
お
う
ち
　
さ
き

一
九
八
六
年
東
京
大
学
養
学
部
卒
業
、
読
売

新
聞
入
社
。
国
際
部
（
旧
・
外
報
部
）
記
者

と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
駐
在
。

二
〇
〇
八
年
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
英
国
の
ほ
か
北

欧
諸
国
の
ニ
ュ
ー
ス
も
追
う
。
共
著
に
『「
対
テ

ロ
戦
争
」
か
ら
世
界
を
読
む
』
が
あ
る
。

【
巻
頭
随
筆
】

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
政
治
力
学
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た
。
た
だ
、
歴
代
の
ど
の
受
賞
者
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、
今
回
も

毀
誉
褒
貶
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ア
フ
リ
カ
初
の
民
選
女
性
大
統
領
で
あ
る
サ
ー
リ
ー
フ
・
リ
ベ
リ

ア
大
統
領
は
、
一
〇
年
以
上
続
い
た
内
戦
か
ら
の
復
興
の
遅
れ
や
進

ま
な
い
国
内
改
革
の
た
め
国
内
で
の
評
価
は
二
分
し
て
い
る
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
発
表
直
後
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
で
も
一
回
で
当
選
を

決
め
ら
れ
ず
、
決
戦
投
票
に
持
ち
越
し
た
。
そ
も
そ
も
、
二
〇
〇
六

年
の
就
任
時
に
は
「
一
期
だ
け
」
を
公
約
し
て
い
た
の
を
翻
し
、
再

選
を
目
指
し
た
こ
と
を
野
党
勢
力
は
非
難
し
、「
ど
こ
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
と
疑
問
を
呈
す
る
。

　

授
与
し
た
委
員
長
の
「
目
立
ち
た
が
り
」
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ

る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
相
も
務
め
た
ヤ
ー
グ
ラ
ン
氏
は
、
委
員
長
就

任
一
年
目
の
二
〇
〇
九
年
に
は
、
同
じ
く
就
任
直
後
で
実
績
も
定
ま

ら
な
い
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
米
大
統
領
を
選
び
、
賛
否
両
論
を
呼
ん
だ
。

昨
年
は
服
役
中
の
中
国
民
主
活
動
家
・
劉
暁
波
氏
で
「
大
国
」
中
国

に
も
の
申
し
た
。
両
年
と
も
授
賞
式
当
日
に
は
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
が

オ
ス
ロ
に
詰
め
か
け
、こ
れ
ま
で
に
な
い
注
目
を
浴
び
た
。
今
年
も
、

「
多
く
の
女
性
活
動
家
が
い
る
な
か
、
な
ぜ
リ
ベ
リ
ア
と
イ
エ
メ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
の
か
」「
大
統
領
選
直
前
の
サ
ー
リ
ー
フ
氏
へ
の

授
与
は
、内
政
干
渉
に
あ
た
ら
な
い
の
か
」
と
の
批
判
が
出
て
い
る
。

　

だ
が
、
三
女
性
と
も
、
困
難
な
状
況
下
で
自
ら
が
「
善
」
と
信
じ

る
道
を
突
き
進
ん
で
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
リ
ベ
リ
ア
の
人
権
活
動
家
ボ
ウ
ィ
さ
ん
。「
ふ
つ
う
の

お
母
さ
ん
」
が
「
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
内
戦
を
終
結
さ
せ

な
く
て
は
」
と
決
意
し
、
ふ
つ
う
の
お
ば
さ
ん
や
お
ね
え
さ
ん
た
ち

に
呼
び
掛
け
、
平
和
運
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
「
武
器
」
は
、

首
都
モ
ン
ロ
ビ
ア
の
市
場
な
ど
で
の
座
り
込
み
や
、
内
戦
に
従
事
す

る
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
セ
ッ
ク
ス
を
拒
否
す
る
「
セ
ッ
ク
ス
・
ス

ト
ラ
イ
キ
」
だ
っ
た
。

　

一
方
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
注
目
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
、
授
賞

者
が
そ
の
後
、
国
際
社
会
の
中
で
発
言
力
を
増
す
こ
と
が
あ
る
。

　

カ
ル
マ
ン
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
数
年
間
に
わ
た
り
反
政
府
運
動
の
先

頭
に
立
ち
、
投
獄
さ
れ
た
経
験
も
持
つ
が
、
世
界
で
の
知
名
度
は
い
ま

ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
〇
月
一
九
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
潘
基
文
・
国
連
事
務
総
長
と
も
面
会
。
国
連
安
全
保
障
理
事

会
で
の
対
サ
レ
ハ
政
権
非
難
決
議
採
択
を
前
に
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
の
耳

目
も
集
め
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
効
果
が
早
速
、
現
れ
た
形
だ
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
は
、
著
名
な
政
治
家
や
活
動
家
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
他
人
の
た
め
地
道
に
働
い
て
い
る
人
に
大
別
で
き

る
。今
回
は
前
者
一
人
、後
者
二
人
へ
の
授
与
と
い
え
る
が
、私
は「
こ

ん
な
奇
特
な
人
が
世
の
中
に
は
い
る
ん
だ
」
と
、
い
つ
も
後
者
か
ら

よ
り
大
き
な
感
銘
を
受
け
る
。
■


